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取扱説明書
品質保証書付

● お子さまの安全のため、こ使用前に必す本書を読み、十分こll■解の

うえ、記載された内容に従い正しくお使いください。

● 本書は、チャイル ドシー トをお使しヽになる車の中など、すぐに読め

る場所に保管してください。

● チャイル ドシー トを他のお客さまにお譲りになる場合は、必す本書

もあわせてお渡しください。

● 安全運転を励行してくださしヽ。

● ロッキンククリップがあることを確認してくださしヽ。



安全にお便いいただくために

このたびは、コンビチャイルドシートをお買い Lげ

いただき、ありがとうございました。

ご使用の前に、この 「安全にお使いいただくため

に」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

●ここに示 した注意事項と、お子さま、車の座席の条件

は、チャイル ドシー トとしての機能を発揮させて、安

全に正しくお使しヽいただくためのものです。「危険」、

「警告」、「注意」の表示|よ、これらの注意事項が守られ

なかった場合に予想される、危害 ・損害の、切迫度や

大きさにより区分したもので、大変重要な内容です。

必すお守りくださしヽ。

●チャイル ドシー トを使用するときには、必す保護者の

方が同乗してくださしヽ。

●体重 iフkg～ 18k目未満。

(参考年齢=生 後4カ 月～4歳 ころ)

0身 長 |チ ャイル ドシー トに座らせたとき、後頭部が背

もたれから上に出なしヽ。

●首がしつかりすわつたお子さま。

チャイル ドシー トは前座席 ・後座席ともに取り付けられ

ますが、より安全な後座席への取り付けをおすすめいた

します。

取り付けできない座席があります

お使いいただけるお子さま ・車の座席などの条件

次の3つの条件をすべて満たすお子さまに便つていただけます このように取り付けできます

|チ ャイルドシートは、交通事故などの場合にお子さま |
日の傷書を軽減することを目的としており、必すしも事 :

1故 からお子さまを無傷で守ることはできません。  i

表示 表示の内容

△危険
誤つた取り扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う危険が切迫して生じることが想定される

内容です。

△ 警告
誤つた取り扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容です。

△ 注意
誤つた取り扱いをすると、人が傷害を負つたり、

物的損害が起こる可能性があります。

●後向き 体重フk富～ 10k富未満のお子さま。

前座席

●前向き 1体重9K富～ 18k目未満のお子さま。

●シー トベル トのつい

ていない座席。

●進行方向に対 して横

向き、または後向き

の座席。

●EL日付き2点式シー トベル トの座席。

●EL日付き2点式シー トベル トとは

腰の左右2点で支えるシー トベル トで、通常、ゆつくり

引くとベル トを自由に出し入れでき、、急ブレーキや衝

突などの衝撃を関畑したときにはベル トが固定します。

● 座席の奥行きが45cm

未満の場合。

(後向きには取り

付けられません)

●シー トベル トが座席

の中間かlD出ている

座席。

●シー トの中央が極端に盛り上がってい

て、取り付けたときに不安定になる座席。

※チャイル ドシー トのシー トベル ト通し

穴位置よりも前方向からシー トベル ト

が出ている座席。

△危険
●エアバッグのついた座席では

エアバックめ`装着された座席にチャイル ドシー

トを装着し使用することはおやめください。衝

突時、エアバッグの作動により大きな衝撃を受

け、危険な状況になります。エアバッグの装着

されてしヽない座席で使用してください。

●パッシフシー トベル ト

のついた座席。

QSAコ ーナー

Q/パ ッシブシートベルトとは

(オートマチックシートベルト)
A/車 の座席に座つて ドアを閉めると、自動的にシー ト
ベル トを装着してくれる装置のこと。とくに輸入車に多

くみられる。



△危険

次のような使いかたは、チャイル ドシー トが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります

●使用条件に適合しなしヽお子さ

ま 座 席などでは使用しない

でくださしヽ。

●お子さまがチヤイル ドシー ト

の上で立ったり、中腰になつ

たり、正座をしなしヽように注

意してください。座らせると

きには、お子さまに胸当て

パッドを装着してベル トを差

し込み、差し込み金具がしつ

かり固定されていることを確

認してくださしヽ。

●車のシー トベル トおよび座席

の種類などにより、取扱説明

書どおりにチャイル ドシー ト

をしつかり固定できなしヽとき

は、他の座席に取り付けてく

ださい。

●車に取り付けるときは、必す

シー トベル トで固定してくだ

さい。ひもなど、シー トベル

ト以外のもので固定しないで

ください。

△警告

お子さまを車内に 1人で放置することはおやめください。日差しの強い日などには車内の温度が高くなり、お子さま

が脱水症状になる恐れがあります。また予期せぬ事故のもととなります。必す保護者が同乗し使用してください。

次のような使いかたは、チャイル ドシー トが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります

●種i突事故や製品を落下させたときな

ど、1度でも強い衝撃を受けたチャイ

ル ドシー トは、外見上の破i員がなくて

も絶対に使用 しなしヽでください。

●幼児用ベル トをたるませて使用する

とベル トが首に巻きつき窒患する恐

れがあります。

●幼児用ベル トは正しい長さに調製して

ください。(P6参照)

●左右の差し込み金具を確実にバックル

に差し込んでください。(P5参照)

●肩部の幼児用ベルトをゆつくりと引き、

その後ベル トが伸びきつたままになら

ないことをこ確認ください.

●車のシー トベル トに傷がある場合は、

・暑鱗号『常科寄醤↓遣讐言i七巧0わ
さい。(お買い上|ザの販売店または弊

社のお客さま相談室にお間しヽ合わせ

くださしヽ)

●お子さまがバックルボタンを押 して

しまう可含割生があります。ときどき差

し込み金具がバ ックルからはすれて

いないことを確認 してください。差し

込み金具がはすれていると幼児用ベ

ル トが首に巻きつき窒息する恐れが

あります。

次のような使いかたは、同乗している方やお子さまに危険をまねく恐れがあります

●お子さまが乗 つていないときでも、

チャイル ドシー トは必すシー トベル

トで常に固定 してください。

●前座席にチャイル ドシー トを後向き

に取 り付けて助手席側の ドアミラー

が見えにくしヽときは、後座席に取 り

付けてください。

●シフトレバーやパーキンクフレーキ

などの運転操作に支障をきたす場合

は、助手席にチャイル ドシー トを取

り付|すないでください。

●2ドアや3ドアの車で後座席に人が乗

る場合には、緊急時の脱出のため、

チャイル ドシー トを助手席に取り付

けないでください。
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△

チャイルドシー トの本来の機能をはたすため、走行前には、下記の事項を点検してください。

幼児用ベル トが正 ししヽ肩部ベル

ト通 し穴の位置にセ ッ トされて

しヽること

差 し込み金具は 「カチッ」と首が

するまでバックルに差 し込まれて

しヽること

幼児用ベル トのロックがしつかり

とかかつていること (幼児用ベル

トを勢いよく引しヽて、確認 してく

ださしヽ)

チャイル ドシー トが車の座席に

しつかりと固定されてしヽること

(本体を前後にゆすり、確認 して

くださしヽ)

幼児用ベル トにねじれやたるみが

ないこと

シー トベル トのタングプレー トが

「カチッ」と音がするまでバックル

にしっかりと差し込まれていること

△注意

●チャイル ドシー トに直接国光が当たると、本体や差し込

み金具などが熟くなることがあります。お子さまを座ら

せる前に各部にさわつて、やけどをしないことを確認 し

てから使用してくださしヽ。

夏場や国差しの強しヽときは国

陰に駐車するか、本体に布な

どのカバーをかけてください。

また、お子さまを座らせてしヽな

しヽときも、差し込み金具をバ

ックルに差し込んでください。

●走行中|よ、チャイル ドシー ト

の操作や調整をしないでくだ

さい。また、同乗している他

のお子さまがチャイル ドシー

トにさわらなしヽようにしてく

ださい。

●車の中のチャイル ドシー ト以

夕|の目的には使用しないでく

ださい。通常の椅子として使

用すると、転侮」してけがの原

因となります。

●チャイル ドシー トを改造した

り、本書に記載されていない

取り扱しヽかたでは使用しない

でくださしヽ。 ●チャイル ドシー トを風雨にさらすことはおやめくださしヽ。
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●車の座席にクッシ∃ン、座lSl

とんなどを敷いたままでチャ

イル ドシー トを取り付けない

でください。

●固定されていない物を車内に

放置しないでください。

(急ブレーキや衝突の際にお子さまなどに当る可能性があり

危険です。)

●シー トカバーなどの縫製品や、

ウレタンなどのクッシ∃ン材

をはすしたまま使用しなしヽで

ください。また、本製品以外

のものと取り替えたりしない

でくださしヽ。

(衝突時の安全性能に影響を与える恐れがあります。)

0本 製品を車のシー ト可動部や ドアに挟まなしヽように十分

注意してくださしヽ。

●ロッキングクリップは、チャイ

ル ドシー トを固定する以外の

目的で使用しないでください。

ゲ
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舌部のなまえ

７
／

/  ′

肩部ベル ト通し穴

ベル トカパー

パックルボタン

バックサ

し込み金具

シー トクッション

ミル ト通し穴

リクライエングレバー

(シー トクッションの下)

フック

フットレス ト

ヘッドパッドの取り付け
はP7を こ覧くださしヽ。

児用ベル ト

ベル ト調節金具

付きベル ト

フック (左右)

ックテープ

型式認定番号

(ステッカー)

シー トベル トガイ ド

前向き用シー ト
ベル ト通し穴

後向き用シー ト
ベル ト通し穴

用
∬
河

●ロッキングクリップ

ロッキングクリップはシー

トベル トのゆるみを防ぐた
めに使しヽます。 (使しヽ方は
Pl]を こ覧ください。)
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車に取り付ける前に、パックルの留めかたとはすしかたを確認し、幼児用ベル トの通し穴位置、長さを適正な位置に含

わせてください。

ノミックサレボタンを押して差

し込み金具を抜き、胸あて

パッドを手前にたおして、

お子さまを座らせます。

差し込み金具

パックルボタン  胸 あてパッ ド

2お 子さまの左右の腕を幼児用ベルトに通し、
ベルトがねじれてしヽなしヽことを確かめて、左

右の差し込み金具をバックルに 「カチッ」と

音がするまで差し込みます。
1

差し込み金具を
バックルに差し
込んだとき、腰
べ)レトがお子さ
まの腰をしつか
り押さえている
こと

3差 し込み金具を軽く引
き、しつか り固定されて

しヽることを確認 してくだ

さい。

●差し込み金具がパックルに完全に差し込まれて

いなしヽと、本機の機能をはたさす危険です。

●差し込み金具|よ確実に固定してくださしヽ。差し

込み金具がはすれると、ベル トが首に巻きつき

窒息するなどの恐れがあります。

●胸あてノ〔ッドは、ねじつたり、折り曲げたり、乗つたりしなしヽで、てしヽねいに扱つてくださしヽ。胸あてパッドが

破損し、本来の機能をはたさないことがあります。

●チヤイルドシートが本来の機能をはたさす、危険をまねく恐れがあります。図のような座らせ方|よおやめくださしヽ。

車のシートベルトをゆるめすにリクライエングできます。ただし後向きに取り付けたときは、リクライエング操作はできません。

●リクライエング操作|よ、必す車を停車させて行つてください。

●ベースの上画に手をおいて、リクライエングの操作をすると手を挟む恐れがあります。十分注意してくださしヽ。

1チ ャイル ドシー トの座席の下にあるリクライエングレバー

を手前に引き、リクライエング角度を調節してくださしヽ。

(3段階)

2レ バーから手を離し本体を前後にゆすり、しつかリロック
された状態であることを確認 してくださしヽ。

●本体がリクライエングしづらしヽ場合は、車の背もたれを1～2段 リ

クライエングさせるとできます。この場合、車の背もたれをチャイ

ルドシートに接するように再度起こしてくださしヽ。

●車の背もたれがリクライエングできない場合|よ、チャイルドシート

のリクライエングが使用できないことがあります。

※車に取り付けていない状態で操作する場合はベースに片手をかけ、

もう一方の手でリクライエングレバーを引きながら、本体を手前に

引いて調節します。

リクライエングレパー

(シートクッションの下)
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チャイル ドシー トを取り付ける前に、必す肩部ベルト通し穴の位置を決めてください。

△警告
●幼児用ベル トは、着座したお子さまの肩のすぐ上の肩部

ベル ト通し穴に通します。

●幼児用ベル トがお子さまの両肩にフィットしていない

と、衝撃がカロわつたときに肩からはすれ、チャイル ド

シー トとして機能しません。

調整の手順

1幼 児用ベル トをベル ト調

節金具から引き抜いて|よ

すします。

肩 部ベル ト

幼児用ベル ト     通 し穴

2幼 児用ベル トを、肩部ベ

ル ト通 し穴から引き抜

き、お子さまにあつた肩

部ベル ト通し穴に入れ直

します。

3図 のように、三つ折り

に した幼児用ベル ト

(ベル トの端を後側に

して)を ベル ト調節金

具の本体側から通し、

①に引つ掛けます。

4ベルトの端を折り返して
①に通し、手前から溝
穴に差 し込みます。

最後に幼児用ベル トにね

じれがなしヽことを確認し

てくださしヽ。

お子さまの体型・肩部ベルト通し穴の位置に合わせ、幼児用ベルトが体にフィットするように幼児用ベルトの長さを調整します。

△替告
●ベル ト調節金具を引き上げすぎると、幼児用ベル トの巻

きとり調節機能が働かなくなります。幼児用ベル トの長

さを調整するときに|よ、図のようにベル ト調節金具を

5crln程度引き出した位置でセットしてください。

●幼児用ベル トがベル ト調節金具からはすれることを防ぐ

ために、図のように必す幼児用ベル トを5crln以上余裕を

とつてセットしてください。

●幼児用ベル トをたるませて使用すると、ベル トが首に巻

きつき窒息する恐れがあります。

幼児用ベル トをゆるめる

ときには

0幼 児用ベルトを幼児用
ベルト溝穴からはすし、

0に たるみをもたせ、0

の一方向にベル トを引つ張

ります。

調節後は、必すベルトの端

を折り返し、0の ように

溝穴に通してくださしヽ。

幼児用ベル ト

ベル ト調節金冥

幼児用ベル トを短かくす

るときには

0幼 児用ベルトを溝穴か

らはすし、0の 一方向に
ベルトを引き、0に たる

みをもたせて、Cの →方

向に引つ張ります。

調節後は、必すベル トの端

を折り返し、0の ように

溝穴に通 してくださしヽ。
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ブミック,レ
1ヘ ッドパッドベル トを幼児用ベル トの通つてしヽる肩

部ベル ト通し穴と同じ位置に通します。

2ヘ ッドパッドベルトのパックルを上から回し込みま

す。次にベルトの反対側の先端を図のようにシート

クッションの裏側の穴に通します。

3ヘ ッドパッドベル トを図のように通して、ヘッド

パッドの位置がすれなしヽように締め付けます。

●はすしたヘッドパッドは車の室内に放置し

なしヽでください。

●チャイル ドシー トを持ち運ぶときには、
ヘッドパッドをつかまなしヽでくださしヽ。

ヘッ出くッド ヘッ出し門レト2

●フットレストは、前向きに取り付けたときのみ使用できます。

●フットレストを引き出し、先端部と車室内のダッシュボードや前座席の背画との距離を15cm以 上空けて使用

してください。(15cm以 上とれない場合はフットレストを使用しないください)車 の前座席を前後にスライ

ドさせて調整してください。

●フットレストは、お子さまをチャイル ドシートに座らせてから手前に引き出して使用してください。

●フットレストを、乗り降り時のステップとして使用しなしヽでくださしヽ。フットレストが破損する恐れがあります。

●フットレストの上で、立ったり、座つたり、とびはねたりしなしヽでください。フットレストが破損する恐れがあります。

1フ ットレストの引き出しかた

図のように、フットレス トの豪側に指をかけ「カチッ」と

音がするまで手前に引き出してくださしヽ。

2フ ツトレストのしまいかた

「カチッ」と音がするまで、フットレス トを手のひらで押

し込んでください。

※指をはさまないように十分こ注意ください。

フ



車への取り付けかた

お子さまの体重により取り付けの向きが変わります。下記の条件にしたがい向きを選んでください。

●体塵7k宮～10k宮

後向き取り付け

9k富未満は前向きには

取 り付けできません

※車の座席の形状などにより、取り付けできない場合があります。Plを 参照してくださしヽ。

●体崖Ok宮～18k宮

前向き取り付け

△警告

●チャイル ドシー トが しつかりと固定できない場合

は、本来の機能をはたさす大変危険ですので他の座

席に取り付けてくださしヽ。

●助手席にチャイル ドシー トを取り付けて ドアミラー

が見えにくい場合、後座席に取り付けてくださしヽ。

●お子さまが乗つてしヽなしヽときでも、チャイル ドシー ト

は必すシー トベル トで常に固疋しておいてくださしヽ。

●シフ トノブやサイ ドブレーキなどにチャイル ドシー

トが接触する場合、運転の妨げになりますので助手

席での使用はおやめくださしヽ。

● 2ド ア ・3ド ア車で後座席に人が乗車する場合、緊

急時の脱出の妨|ザになりますので助手席にはチャイ

ル ドシー トを取り付けないでくださしヽ。

●エアバッグが装着された座席では使用しなしヽでくださしヽ。

エアバッグの作動による衝撃で、危険な状況になります。

(装備されてしヽるのがサイドエアパッグのみの場合には使用できます)

車のシー トベル トの種類により、ロッキングクリップの使用の有無があります。

シー トベル トの種類 特 徴 取り付け上の注意点

●EL日付き 3点 式シー トベル ト

(EL日とは緊急ロック式ベル ト巻き

取り装置のことです)

通常は、ゆつくりと引くとベル トが

自由に出入りし、急ブレーキや衝突

などの衝撃を感知したときだけ固

定機能が働き、ベル トが固定される

シー トベル トです。

必すロッキングクリップを取り付

けてくださしヽ。チヤイル ドシー ト

がぐらつき危険です。

●EL日 付き 2点 式シー トベル ト 取り付けできません。

●A/ELR付 きシー トベル ト

(A/ELRと はALRと して使用でき

るELR巻 き取り装置のことです)

通常はELRベ ル トとして機能しま

すが、ベル トを全部引き出すと

ELR機 能が解除され、戻す方向に

ベル トが自動的に締まるシー トベル

トです。また、ベル トをすべて引き戻

したときに|よELR機 能に戻ります。

]度シー トベル トを全部引き出し

てから、チャイル ドシー トを固定し

てくださしヽ。
ロッキングクリップがなくても国

定できます。
チャイル ドシー トがななめになつ

てしまう場合|よ、ロッキングクリッ

プを使用してくださしヽ。

●ALR付 きシー トベル ト

(ALRと は自動ロック式巻き取り装

置のことです)

ベル トを引き出す途中で止めると

ロックされ、それ以上引き出されな

くなるシー トベル トです。

チャイル ドシー トを固定するのに

十分なシー トベル トを引き出して

固定してくださしヽ。

ロッキングクリップがなくても固

定できます。

●NL日付きシー トベル ト

(NLRと は)Fロック式ベル ト巻き取

り装置のことです)

ロック機能のなしヽ巻き取り装置の

ことで、任意の位置で長さを調節し

て使用します。

チャイル ドシー トに合わせてシー

トベル トの長さを調整 し、固定して

くださしヽ。

必要に応じて、ロッキングクリップ

を使用 してくださしヽ。
●マニュアル式シー トベル ト 巻き取り装置の付しヽてしヽなしヽシー

トベル トのことです。

※シー トベル トの種類は、こ使用の車の取扱説明書をこ覧くださしヽ。
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団 後向きの取り付けかた 体重フ～10k宮

卜を後向きに座

吟

リクライニングを一番寝た状態

にします。(「リクライニングの

取り扱しめ た`」P5参照)

タンク
プレート

胸あてパ ッド

後向き用
シー トベル ト通 し穴

図のように、車のシー トベル トを後向き用シー トベル ト通

し穴から入れ、シー トクッションの下を通して、反対側の後

向き用シー トベル ト通し穴から引き出し、タングプレー ト

をバックルに差し込みます。

※シー トベル トにねじれのないことを確認してくださしヽ。

ロッキンククリップ

車のショルダーベル ト(肩にかかるシー トベル ト)を強く引

いてチャイル ドシー トを固定し、シー トクッシ∃ンのすき

まから回ッキングクリップを取り付けます。(「ロッキング

クリップの取り付けかた」P]]を こ覧くださしヽ)

※最後に「完了チェック」(P12)に したがしヽ、しっかり固定

したか確認してくださしヽ。

確実に固定するために

胸あてパッド

後向き用
シー トベリレト通し穴

車のシー トベル トを後向き用シー トベル ト通し穴から入

れ、シー トクッションの下を通して、反対側の後向き用

シー トベル ト通し穴から引き出し、タングプレー トをバッ

クルに差し込みます。

※シー トベル トにねじれのないことを確認してください。

ロッキングクリップ

車のラップベル トの上側のベル トを強く引き、チャイル ド

シー トを固定します。シー トベル トがゆるむ場合は、ロッ

キングクリップを取り付けます。(「ロッキングクリップの

取り付|すかた」P]]を こ覧ください)

※最後に「完了チエック」(P12)に したがしヽ、しっかり回

定したか確認してください。

屯
―

タンク
プレート

屯
―

可
―

シ∃サレタと

ベリレト

9

前座席に取り付けた場合、座席を前に

スライ ドさせ、夕
｀
ッシュボー ドとチャ

イル ドシー トと接するようにして、

しつかりと固定してくださしヽ。

※車により、ダッシュボー ドに接しな

い場合があります。

後座席に取り付けた場合、車の前座

席を後ろにスライ ドさせ、チャイル

ドシー トと接するようにしてくださ

い。



前向きの取り付けかた 体重9～18に

リクライエングを一番起こした

状態にします。(「リクライエン

グの取り扱いかた」P5参照)

チャイル ドシー トを前向きに座

席に乗せます。

屯
日

吟

2

前向き用シー ト
ベル ト通し穴

前向き用シー ト

タンクプレート

i

屯
―

車のシー トベル トを、シー トベル トガイ ドに合わせて前向

き用ベル ト通し穴に通し、反対倶」の前向き用シー トベル ト

通し穴から引き出します。

※このときシー トクッシヨンの下にあるフタを開け、ベル

トにねじれがなしヽことを確認してくださしヽ。

シー トベル トをシー トベル トガイ ドに合わせ、タングプ

レー トをパックルに差し込みます。

1雷盟X所卜管と雑葦恐代鰍諮錨9空ほ群
通 し穴から引き出します。

※このときシー トクッションの下にあるフタを開け、ベル

トにね じれがないことを確認 してください。

シー トベル トをシー トベル トガイ ドに合わせ、タングプ

レー トをバ ックルに差 し込みます。

ロッキンククリップ

チャイルドシートのベースをしっかりと座席の奥につけ、

ラップベル トの上十員」のベル トを強く引いてチャイル ド

シートを固定します。ベルトがゆるむ場合はロッキングク

リップを取り付けます。(「ロッキングクリップの取り付け

かた」P]]を こ覧ください)

※最後に「完了チエック」(P12)にしたがしヽ、しつかり固定

したか確認してください。

車のパックルがシートベルトガイドに当たり、不安
定な場合

√″

プククンオ
　
外

□
　
肉

チャイル ドシー トのベースをしっかりと座席の奥につけ、

車のショルダーベル トを強く引いてチヤイル ドシー トを

固定し、車のシー トベル ト(ショルダーベル トとラップベル

ト)にロッキングクリップを取り付けます。(「ロッキングク

リップの取り付けかた」P]]を こ覧ください)

※最後に「完了チエック」(P12)にしたがい、しっかり固定

したか確認してください。

△警告
●エアバッグが装着された座席では使用しなしヽでくだ

さい。エアバッグの作動による衝撃で、危険な状況

になります。(装備されているのがサイ ドエアバッグ

のみの場合に|よ使用できます)

「こんなときは」(P12)を こ覧ください。
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右図で示した場所にロッキングクリップを取り付けます。

※ロッキングクリップにシー ト

ベル トを通すとき|よ、左図の

ようにシー トベル トを2枚重

ねで二つ折りにし、溝に滑り

込ませると簡単に入ります。

1車 のシートベル ト(腰にかかるシートベ

ルトと肩にかかるシートベルト)をすれ

なしヽようにしヽつしょにつかみます。

2そ の状態のまま、1度タングプレート
をはすします。

ロッキングクリップ

3図 のように、ロッキングクリップを
シートベルト(ショルダーベルトと
ラップベル トを2枚 しヽつしょ)に取り

付けます。

6最 後にショルダーベルトを引しヽて、た
るみをなくします。

4こ こで、ショルダーベルトを少しゆる
め、片手が入るほどの輪をつくり、ショ

)レダーベル トをノミックルに留め直しま

す。

5シ ョルダーベルトがロッキングクリップ
から抜けなしヽように注意しながら、図の

方向にショルダーベルトを両手で強く引

しヽてチャイルドシートを固定します。

取り付けの手順

11



取り付け完了チエックのしかた

取り付けが終わつたらチャイル ドンー トがしつかりと固定されているか、次のことを確認してください。

●チャイルドシートが車の座席にしつかり固定されてい

るか、本体を前後にゆすつて確認してください。

〔前向き〕

●お子さまが座つても、車のシー トベル トにゆるみのな

いこと。

※お子さまが座ると車の座席のクッシ∃ンが沈み、シー

トベル トがゆるむことがあります。

●車のシー トベル トのタングプレー トがパックルにしつ

かりと差 し込まれていること。

△警告

これらの項目をチェックし、しつかりと固定できない場合

|よ再調整してくださしヽ。それでもしつかりと固定できなしヽ

場合は、その座席で|よ使用しなしヽでくださしヽ。本来の機能

をはたさす、危険をまねく恐れがあります。

シートベ)レトガイド

●チャイル ドシー トのフタのマジックテープが確実にしまるようフタの先端部を上から強く押してください。

●幼児用ベル トを左右いつしょにつかみ、勢いよく引きロックされること。手を離し引き出した幼児用ベル トが戻る

こと。2つ を確認してください。

●車のシー トベル トのパックルが、

短ベル ト (バックルの付しヽてしヽる車

のシー トベル ト)が シー トベル トガ

イ ドの角に当たり、しつかり固定で

きなしヽ場合|よ、図のように対応して

ください。

チャイル ドシー トのシー トベル トガイドの角に当たつてしまう。

△警告

ひねりを加えてもしつかり取り付け

できなしヽ場合|よ、こ使用をおやめく

ださしヽ。本来の機能をはたさす、危険

をまねく恐れがあります。

タングプレート

1タ ングプレー トを|よすしてバックルを

持ち、短ベル トに数回ひねりを加えて短

くします。

2も う]度タングプレートを差し込み、固

定 します。
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お手入れの方法

シートクッションのはすしかた
0ヘ ッドパッドをはすします。

「ヘッドパットの取り扱しヽかた」(P7)をこ覧ください。

0左右の幼児用ベルトをベルト調節金具からはすし、肩

部ベル ト通し穴から引き抜きます。

「肩部ベルト通し穴位置の決めかた」(P6)をこ覧くださしヽ。

0幼 児用ベルトからベルトカバー、差し込み金具をはす

します。胸あてパッドカバーは、裏倶」のマジックテー

プをはがしてはすします。

※差し込み金具は、左右を確かめて、胸あてパッドのパックル

に差し込んだままにしておくと、取り付けるときに簡単にで

きます。

●チャイルドシートの外1貝」にある4カ所のフックをはす
します。

Oチ ャイル ドシー トのフタを開けて、内倶」4カ 所のフッ

クをはすします。

0胸 あてパ ッドのところからシー トクッシ∃ンをはす

し、そのまま上に引き上|ザます。

クッション、ベル トカパー、胸あてパッドカパーの洗いかた
●洗濯時は下言己の項目を守つてください。

本体、幼児用ベル トのお手入れ方法
通常|よかたく絞つた布で水拭きしてくださしヽ。汚れがひ

どしヽ場合は、中性洗剤を水で薄めた液で汚れを落として

から水拭きし、日陰で乾燥させてくださしヽ。

△警告
中性洗斉」を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンなど有機

溶斉」の使用はおやめください。本体および幼児用ベルトを

しヽためる恐れがあり危険です。

メく
ベル トカバー

腰部ベル ト通し穴

内1貝」フック
4ヶ所

フック

曲
液温は30℃ を限界とし手洗

いしてくださしヽ。

手絞りの場合は弱く、洗濯
機脱水の場合は短時間で
行つてください。

強く絞ると、シワが残るこ

とがあります。

塩素系漂白斉」は使用しな

しヽでくださしヽ。

ドライクリーニンクはしな

しヽでください。
ィうラト  日

陰で平干してください。
アイロン掛けはしなしヽで

くださしヽ。

※堂光増白剤を含まない洗斉」を使用してくださしヽ。
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ロッキングクリップ(№３０３２３７１０)

●お申し込み先
  コンビ コンシューマープラザ
　部品販売(相談)受付窓口
　ＴＥＬ：０４８－７９７－１００１
  ＦＡＸ：０４８－７９８－６１０９
  電話受付時間：１０：００～１７：００
                (日・祝日・年末年始除く)

●ホームページでのご案内
  http://www.combi.co.jp/soudan/faq_baby.htm


